
 

 

第２５回  野沢温泉スキー合宿２０２２ 

 

11期 青柳 健二  

 

・実施日  2022年 2月 25日(金)～27日(日) 

 

・参加者  （４期）佐藤・(11期) 青柳 ・  

(22期) 黒崎 ・(26期) 畠山 ・  

同奥様               5名 

 

 今年のスキー合宿は、12月末に 2月 4日から 6

日で開催案内を出すも、新型コロナウィルスの感

染拡大が著しく、1月末には「蔓延防止等重点措

置」が長野にも発令され、野沢温泉村では新規感

染者が 36人にも及ぶ事態となり、実施日を 2月 

末近くに変更して実施しました。 

 但し、参加者は 1月の段階で参加表明をされて 

いた佐藤さん・黒崎さん（25・26日）に加えて、

地元の畠山夫妻（26日の日帰り）と幹事役の私の

5名に留まりました。 

 それでも、第 25回という節目の年でもあり、 

「オミクロン株に負けるな、スキーで元気を創ろ

うぜ！!」と実施を決行したのでした。 

 

・２月２５日（金）晴れ 

 何時ものように朝 7時半過ぎに自宅を出て、大

宮駅9時9分発の上信越新幹線はくたか555号に

乗り 10時 32分飯山駅着。10時 45分発の野沢ラ

イナーに乗ると、佐藤さんが乗り込んで来た。11

時 5分には中尾バス停に着き、11時 12分には宿

“ふるさと”に入る。 

佐藤さんと2人で12時15分にはスキーに出発。

リフト券は、2日券（7700円也）とした。 

 新長坂ゴンドラで一気にやまびこ駅へ。去年と

同様に感染対策で 10人乗りのゴンドラを 4人乗

りに制限している。13時にはレストハウスやまび

こへ入って昼食とする。先に食べていた黒崎さん

はスキーに出る。本日のランチはビーフカレー 

（1200円也） 

13時 40分にスキー開始。やまびこＡコースを

3回滑る。途中で黒崎さんと合流。今年は雪がタ

ップリあり好天の中滑り易い。ただ今シーズンの

初スキーで調子は今一歩上がらない。 

喫茶ダンテで休もうと思ったら、ダンテがクロ

ーズしていた。既に 15時となっていたのだ。 

レストハウスに戻って少し休んで、スカイライン 

を滑り降りてスキーを終えた。16時には宿着。 

スカイラインの滑降では 2回転んだ。好天の中で 

のスキーには満足したが、調子を整えるには時間

がかかりそうだ。日頃の運動不足を反省する。 

宿の内風呂と美味しい夕食を食べて、疲れを 

癒す。本日のメインは天婦羅で美味かった。 

 食後は部屋で佐藤さん・黒崎さんと歓談。 

今年は金沢でも大雪で、雪かきに苦労したとの事。 

この日は、疲れを取るために早めに就寝とした。 

 

・２月２６日（土）快晴 

 黒崎さんは、“観音坂いちえ”の仕事があるの

で、早めに朝食を食べて７時過ぎのバスで帰宅さ

れた。 

 8時 30分には畠山夫妻が来館。8時 50分には

スキーに出る。リフト券売り場が混んでいて、 

9時 15分にリフトに乗るが、次の長坂ゴンドラ 

でも長い列で、何とか毛無山山頂まで登ったら、 

快晴の下、絶景の世界が広がっていた。 

毛無山1650ⅿの標識の横で写真を撮る。妙高山が 

美しい。やまびこＡコースの入口からは日本海ま

で見渡せた。この景色が野沢の醍醐味である。 

 佐藤さんは、懐かしの湯の峰ゲレンデで滑って 

見たいと、先に別れた。 

 やまびこＡコースを 3回滑って、喫茶ダンテで 

休み、11時 30分には早めの昼食を取る。 

2月の末近くで学生が多く、レストハウスでは席 

の確保には苦労したが、何とか席を確保してラー

メンとプリンを注文して昼食とした。（1250円也） 
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 12時 30分にスキーへ。やまびこＡコースを 

3回滑る。吾輩にとってはこのゲレンデがベスト 

コースだ。最初の緩斜面からスピードに乗って爽

快に滑り、急斜面の上で一息ついてリフト下まで 

一気に滑りおりる。このバランスが絶妙なのだ。 

 

 

 佐藤さんが滑りに行った湯の峰コースがどう

なっているか、確認の為に降りてみることにした。 

降りて見ると、湯の峰コースの入口にはロープが

張られており滑ることができない。水無ゲレンデ 

を滑り降りると、そこは牛首コースの入口である。 

吾輩にとっては絶壁のような急斜面である。佐藤

さんは、どう滑ったのであろうか。 

運が良いことに、スノーモービルに乗った監視員 

らしき方がいて、2人ならモービルでパノラマコ

ースのリフト下まで乗せてくれると言う。畠山さ

んには牛首コースを降りてもらい、吾輩と奥様は 

モービルに乗せてもらうことにして、日影ゴンド

ラの降り口で待ち合わせることにした。 

吾輩にとっては、八方尾根の黒菱ロッジでスキー 

を盗まれた時から2度目のスノーモービル体験で

あった。 

 15時にレストハウスに戻って、ホットする。 

缶ジュースを飲んで疲れを癒した。 

15時 30分にスカイライン連絡リフトに乗り、ス

カイラインコースを降りる。さすがに足腰にガタ

がきて、途中からたぬきコースに入って下った。 

たぬきコースも初体験で、超長い緩斜面だが結構

スピードが出る。それでも怪我も無く滑り降りら

れたのでホットした。16時 10分には宿に戻り、

名物の甘酒を飲んで一息ついたのであった。 

この瞬間のためにスキーをしている感覚で、喜び 

が心に染みわたるのであった。 

この日は、学生と思われる若者たちが多く、夕

食時には食堂は 40人近い人で賑わっていた。 

そこで、畠山夫妻の分も追加をお願いし、一緒に 

夕食を楽しんだ。相変わらず一工夫された料理が 

並び美味しくいただいた。 

畠山さんから、北越市の新聞に植木毅さんの訃

報が載っていたと伺った。85歳だったとの事。 

2019年の 1月に山西さん夫妻を誘い、植木さんの

日本アルペンスキー学校でスキーを楽しんだこ

とがある。植木さんは数年前から脳梗塞を病んで

いてご本人には会えなかったが、弟子達がスキー

学校を運営していてスキーを教わった。植木さん

直伝のアルペンシュティムターンである。 

レッスンの後、無圧雪の林間をコーチの後につい

て滑ったが、すんなり滑れたのにはビックリした 

ものである。植木さんとの関わりは、スキー合宿 

20周年記念号で述べており、ここでは多言しない

が、吾輩がスキーにのめり込んだ切掛けになった

ものであり、何とも言えぬ寂しさに襲われた。 

 畠山さんとは、19時 30分まで楽しく歓談して

別れた。疲れが溜まっており、21時 30分には床

についた。 

 

・２月２７日（日）小雪時に大降り 

 本日は天気悪し。好天の中を 2日間タップリ滑

ったので、この日はスキーを止めて、昨年と同様

に野沢の温泉街を散策し帰宅することにする。 

9時 40分過ぎに宿を出た。 

 

 中尾の湯に来ると雪が本降りとなり、風情が 

ある。大湯通りにあるジャム工房で、ジェラード

とおやきを食べる。冷たさと暖かさが混在し、な

んとも言えない味わいで不思議である。 
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 近くの食堂で早めの昼食をとり、13時過ぎのバ

スで帰途についた。 

  

 さて、長々と 25年間にわたり開催して来たス

キー合宿であるが、最近の参加者数からして合宿

としての役割は終了したと思われる。今後はスキ

ー愛好者の「スキーの会」として野沢や志賀高原

等でスキーを楽しもうと思う。 

 

ＫＵＷＶ会長の黒崎さんからスキー合宿幹事

について感謝状を頂きました。 

  

 

皆さま、長い間どうも有難うございました。 

 

 

 

 

＜御礼の言葉＞ 

 

青柳さん、長年にわたりスキー合宿のお世話をし

てくださいまして誠にありがとうございました。 

民宿「ふるさと」での宿泊の際などでも一人一

人への細かな内容にも気を配っておられる姿が

印象に残っております。 

また、スキー教習のビデオも何度か見させて頂

きましたが、本当にスキーが好きなんだなと思わ

ずにいられませんでした。 

このイベントは２０周年記念誌に紹介されて

いるとおり、多くの会員の皆様やそのご家族に参

加、協力して頂きながら継続してきたものですが、

私が参加するようになってからの数年の間でも

年を追うごとに、ごく限られた方々のみが参加す

る寂しい会となってしまいました。 

本文にあるとおり、一旦合宿としては締めくく

られるということですが、これからも体の続く限

り、スキーを楽しんで頂ければ幸いです。 

 会を代表してお礼申し上げます。 

OB会 会長 黒崎 敏男 
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